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いが、フィリピン全体の人口 1 億 263 万人（2015 年現在）のうち、ルソン Luzon 島中部の



















































































































































































































のために、主題を理論的に提示する 1 部と、主題を事例で検証する 2 部の構成をとる。ま










社会の研究」を目指すものであることを示す。2 章 2 節では、仮説の提示として、相対的底
辺化の説明に必要となる 4 つの類型と視点を提示する。  

















                                                   
1 本論文では、基本的に「先住民」という表記を使用する。これは、アエタを含む部族一般を
指す。「先住民（族）」の語は、呼称の持つ政治的意味などを踏まえ、多くの議論が交わされて




















（清水 1990: 16）。 
4 避難センターの支援に当たった現地 NGO の報告書によれば、パンパンガ、サンバレス、タ
ルラック、バタアンの 4 州のうち、パンパンガ州だけで被災者は 26 万 8,465 人に上った。そ
のうち、本論文の調査対象地サパが含まれるバランガイの被災者は、9,477 人であった。アエ
タも、4 年間の避難生活をよぎなくされる。1991 年にフィリピン保健省が発表した避難セン
ターの死亡統計によると、アエタの死者は、避難センターの約 20 パーセント（2,723 人）を
占め、それは死者総数の 93 パーセント（447 人）に及んだ（肥留川 2002）。 






























1 章 調査対象の説明 
 




ーク経済特別区（Clark Freeport Zone）、旧クラーク米空軍基地（Clark Air Base）に隣接し
ている。平均面積は、1 万ヘクタールで、2012 年 3 月の集落人口は 780 人、一世帯平均 5


























で、協同組合が作られたこともあった（4 章 3 節）。また、外部からは、アンヘレス市内の
















土地の管理はすべてクラーク開発公社（CDC:Clark Development Corporation 以下、CDC）
に委ねられた。そのため、現在まで、サパで暮らす住民には法的な居住権がないという不
安定な状況が続いている。一方、サパでは、先祖伝来の領地の所有権を保障する証明書















（吉田 2010; 2012; 2013a; 2013b）。参与観察では、サパの指導者の家に滞在する形で、2000


















10 人のリーダーに集中インタビューを行った。2002 年 10 月、2003 年 3 月、8～9 月には、




































を、経済タイプと労働に着目して、4 期に分けて考察する（表 1-1）。 
 
 
2.1 第 1 期：狩猟焼畑時代 




最も古い記録によると、同州にあったサパを含む 4 つの町には、1,000 人を超えるアエタが
住んでいた（Reed 1904: 33）。しかし、1796 年に、現在の Angeles 市の開拓者であるドン・
アンヘル・パンタレオン・デ・ミランダ（Don Angel Pantaleon de Miranda）が砂糖キビ農
園および稲作地を拓き、サパのアエタは山岳部に追いやられた （Larkin 1972: 73, Tantingco 
2011）。当時、アエタのなかには、移民してきた平地民に捕えられ、奴隷として売買される
こともあったという（Larkin 1972:5; Tantingco 2011:21）。これらのことから、サパのアエ













1期 2期 3期 4期
1950年代以前 1954年～1990年 1991年～2003年 2004年以降
経済タイプ 生存経済 混合経済 援助経済 市場経済
生計 自給自足 自給・雇用 援助・自給 雇用労働




2.2 第 2 期：米軍基地時代 
次に、第 2 期を、アエタが米軍と雇用関係を結び、基地関連の仕事に就くようになった






えられるようになった（Truesdell 1974）。当時、守衛の平均月給は 1,000 ペソであったと
されるが、そのほかのアエタは基地で再生資源を回収し、射撃練習場で使用済み弾丸を収
集した。また、米軍家庭の洗濯や、庭木の手入れなどをして生計の足しにする者もいた。

























2.3 第 3 期：災害復興時代 
第 3 期は、1991 年のピナトゥボ火山の噴火から、避難生活を経て、サパの観光開発が始
まる直前の 2003 年の期間である。1991 年の噴火で、サパに隣接していたクラーク空軍基
サパの岩肌に残った米軍の射撃訓練の弾丸跡［筆





に一時避難し、再定住地に移った14。再定住地には、パンパンガ州の 8 集落から 415 世帯の
アエタが集った（Piramide 1991）。サパのアエタはそこで、6 年間の避難生活を送った。避
難生活を送るなか、アエタは、農業や薪・藁の収集、ラタン工芸やレンガ造り、観光客向













































2.4 第 4 期：観光開発時代 






























のゴルフコースが見える［筆者撮影 2013 年］ 
クラーク国際空港  
［HP より http://crk.clarkairport.com/］ 
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する。そのため、本節では、まず先住民族権利法（IPRA:Indigenous Peoples Rights Act，
共和国法第 8371 号）と、IPRA における先住民の労働に関する記述を整理する。次に、2008
年に開始された条件付き現金給付、フィリピン家族生計支援プログラム（Pangtawid Pilipino 
Pamilya Program：通称、4Ps）と、その特例措置として、特別保護を必要とする世帯への





 1997 年に成立した IPRA は、世界のなかでもいち早く先住民の権利と保護を提言した国
内法として評価されている。同法のもとで、国家先住民族員会（National Commission on 














































3.1.2 IPRA と先住民の労働 










IPRA の第 25 条規程による先住民の教育や雇用の社会的平等の観点から、マニラの教育省
で手続きをすれば、正規雇用になれるとのことである。また、フィリピンでは、警察官、
刑務官、国軍兵士になるために、身長制限が設けられている。たとえば、一般（平地民）





































フィリピン家族生計支援プログラム  :Pangtawid Pilipino Pamilya Program(あるいは
Regular Conditional Cash Transfer 以下、4Ps )は、全国規模の現金給付事業として、2008
年より DSWD のもとで開始されてきた。このプログラムは、もともと同じ発展途上国であ




























[表 1-2] マニラ首都圏の先住民の４Ps 受益者の内訳
（2013 年 9 月） 
民族属性 居住地区 世帯数














6 Manobo/Biit Taguig 1
7 Bagobo Tondo I/II, QC 2
8 Subanon Tondo I/II, Las Pinas 3
9 Aeta Pasig, Tondo I/II 2
10 Yogad Taguig 1
11 Mandaya Las Pinas 1
12 Tagakaolo Kalookan 1
13 Mangyan Marikina 1
14 Dumagat Tondo I/II 1
15 Kalinga Tondo I/II, Pateros 2
16 Higaonon Tondo I/II 1
17 Itawes Tondo I/II 1
50TOTAL    
 20 
 4Ps では、2016 年までに 469 万世帯を受益対象（予定）としている。先住民の受益対
象条件として、1) いずれかの民族言語グループに属していること、2) DSWD のデータバン
クである貧困削減全国世帯捕捉システム（Listahanan もしくは National Household 
Targeting System for Poverty Reduction、以下、NHTO）において、貧困世帯として認定さ
れていること、3) 受給対象地に定住していることが含まれている。（2013 Paje）2012 年の
フィリピン全土の受益者は 301 万 4,586 世帯である27。このうち、先住民の受益者は内戦が
続く山岳地方やミンダナオ島の先住民などを中心に 45 万 236 世帯28となっている。 
また、DSWD によると、2013 年にマニラに住んでいる先住民の受益世帯数は 50 世帯で
あった。（表 2）マニラ在住の先住民の全体数は定かではないが、たとえば、もっとも受益
世帯数が多いバジャウの集住地29では、2012 年 8 月の調査時で、バジャウは 391 世帯で、
同地区の人口（1,045 世帯、7,816 人）の 37.4%を占めるが、同地区の、非先住民の受益者














2012 年には、前述の 4Ps の課題をもとに、特別保護を必要とする世帯への条件付き現金
給付事業（Modified Conditional Cash Transfer 以下、MCCT-FNSP）では、定住地・住所が
ない、出生届などの書類がない等の理由で、4Ps に申請できない世帯および、NHTO に登
録されていない世帯を対象とした。具体的には、ホームレスや「地理的に孤立した不利な








4Ps 同様、MCCT-FNSP では、妊娠中の女性および 0～18 歳の子供がいる世帯が対象とな
る。MCCT-FNSP の受益資格は 4Ps と比べて緩いが、子どもが通学していることと、健康
 21 
診断および家族開発セミナーへの出席は必須となる。また、保育園、幼稚園、小学校に通
う子供には毎月 300 ペソ、ハイスクールの子どもには毎月 500 ペソ33、このほかに健康促
進のための補助金として 500 ペソが支払われる。また、最大 1 年間、毎月 4,000 ペソの住





































































































































方だよ。僕たちはバルガと呼ばれるのがとても嫌なんだ。［Jun  2000 年 12 月 19 日, 識
字教室の会場にて］ 
 
























































































すごく嫌だった。［Espi  2000 年 12 月 22 日, 識字教室にて］ 
 
（平地民が）キララの真似をして、わざと変な喋べり方で話しかけてくるの･･･。 
［Tere 2000 年 12 月 16 日, 自宅にて］  
 
（キララは）かわいそうだと思ったわ。世間をなんにも知らないという感じで（平




















る他の先住民のイメージとしては、補論 2 でバジャウの事例を紹介している。 
 
 








従来のピナトゥボ・アエタの先行研究（清水 1990; Tima 2005; Seitz 2004 など）の対象とな
ってきたサンバレス州のアエタの集落は、ピナトゥボ山の西麓に位置している。 
3 サパのデイケアセンターは、2 つあり、一つは社会福祉開発省（DSWD）が管轄しており、
もう一つは、ロンドンに出稼ぎに行ったパンパンガ出身者による NGO によって 2008 年に設
立された。また DSWD のデイケアセンターでは、給食の予算もあり、母親たちが交代制で調
理を行っている。 

























1903 年、保留地周辺には 3 州で 6,000 人のアエタが暮らしていた（Meixsel 2001:73）。 
11 2012 年、Tony および首長へのインタビューより 
12  しかし、平地民が混住するようになると、アエタはふたたび別の保留地に移動させられた。





14 火山の噴火による、アエタの死者は約 1,000 人といわれる。政府が再定住地（3 州 9 ヶ所）
を指定するまでの 6 ヶ月間、アエタは平地民と避難センターで暮らした。フィリピン保健省
によれば、中部ルソンの避難センターでの死者 483 名のうち、9 割がアエタの子どもと高齢者












光業関連の労働者数（3,694,000 人）は，フィリピンの全労働者数（36,047,000 人）の 10.2%
を占めた（PTSA 2012）． 





20 パンパンガ州フロリダブランカのアエタに対して、ピナトゥボ山周辺の土地約 7,440 ヘクタ
ール分に対し、証明書が発行された。 















れるまでは最短でも 1 週間以上かかる。 
25  都市の先住民増加の理由については 3 章 2 節を参照。 
26  ただし、一世帯当たりの最高支払額は年間 15,000 ペソまでという制限がある。 






付き合っていた支援 NGO の管轄のもとで、バジャウに対する 4Ps を施行していたためであ
る。 
30  これらの対象者は「パートナ ・ーファミリー」と呼ばれる。2015 年 1 月時点での MCCT-FNSP
の受益者数は、ホームレスが 3,774 世帯、先住民が 163,950 世帯、災害被災者が 51,824 世帯
である。 
31  2011 年には、NCIP、DSWD、フィリピン大学など 11 の行政・学術機関、NGO の有識者に












33  4Ps 同様、子どもは末子から数えて三人までに限られる。 






































1.1  社会的排除 
近年、労働市場の変容や、移民など、人びとの移動の増加や、「新たな貧困」や社会問題
が着目されてきた（Bauman 1998=2008; Castells 1999）。そして、このような新たな社会
問題を捉えるために、さまざまな領域において排除と包摂をめぐる議論が行われてきた




















































































































といった用語が挙げられる（梶田 1993; 宮島 2009; 中條 2012）。また、日本でも外国人
定住者の増加に伴い、「（多文化）共生」「共存」「結合」などの語も出ている（佐竹 2011; 李 
 34 
2013;  谷 2002）。そこでは、いかに文化の異なる人びとが尊厳を失うことなく「ともに」
生活できるか、そのあり方が模索されている。一方、先住民の場合では、アボリジニやア
イヌ、ネイティブ・アメリカンなどの「同化」の問題性が問われることが多い（小山・窪






















究されてきた（水野 2007; 岸上 2009; 窪田・野林 2009; 中田 2013b）。また、開発経済
学や人類学、社会学における貧困や開発に関する視点の違いも議論されてきた（Sen 












































































































































































































2012 年 3 月 25 日, 自宅にて］ 
 

























































   














                                                   




























































































ら、避難先から帰郷後した第 3 期以降に職種が多様化していることが分かる。 
 
1.2  現代的労働の特徴 
1.2.1  不安定な収入と労働条件 












～100 ペソ程度であった。このように、第 3 期以前と比べると、収入獲得の機会は増加した
ものの、いずれ仕事も、いつ売れるか、いつ仕事のオファーがあるかという、予測不可能
なものであった。 

























































ア（20 代女性）の話である。マリアの仕事は 8 時に始まるが、職場が山中にあるため、朝
は 7 時に家を出る。セラピストは 12 人おり、毎日、45 分の足および全身マッサージを施 
す。客の数によって変わるというが、少なくとも 2～3 人の客が付くという。 
 


















P1000-1500 契約 なし 不定
















50代男性 P2500 自営 なし 不定












10－20代 女性 P3000 1年契約 なし 終日




































50代男性 P8000 正雇い あり
8－17時（残
業・当直有）




















が 4,000 ペソであることを考えると、「チップしか望みがない」という状況がよく分かる。 
 





































































表 3-4 は、2012 年現在のサパのアエタの仕事を組み合わせたものの一部6である。リゾー
トや出稼ぎなど、労働時間の拘束や地理的制限がある場合、他の仕事に関わることは少な
くなるが（D・F・I）、それ以外は、ほぼ全員が、山仕事と、内職やガイドなどの単発的な
収入機会を複合的に組み合わせて生計を立てている。たとえば、A と C の場合、自家消費
のために山仕事も行っている。内職とは、観光客や来客に販売するためのアクセサリー作


















2 節 町で働く  
 















































ミンダナオ島の先住民ではないムスリムの人びと（タウスグ Tausug、ヤカン Yakan など）
といった、アエタやバジャウより、マニラで長く暮らしているエスニック・グループの人







































ライアン（29 歳、男性）は、食肉加工工場の一角に 6 か月間住み込みで働いていた。工
場の仕事では、社会保険や社会年金などの福利厚生も充実していた。給料も、マニラの中














休みの日に 12 時間働いても 200 ペソの稼ぎにしかならなかった。そのほかに木炭作りやサ
トイモ作りも手伝ったが、月収は 500 ペソ程度しかならなかった。その収入も、学費では
なく、家計の出費で消えていった。そのような状況のなか、ジョッシュは、マニラで働い








かったから僕がやるって言ったんです。あ、給料は 15 日毎払いだったから 750 ペソでし
た。仕事次第では給料を上げてくれるということでしたが、上がるどころか、約束の金
額を支払ってさえもらえなくなりました。手持ちのお金がないとか言って、給料日には
100 ペソとか 200 ペソとか。契約書とかないですしね、僕も何も言いませんでした。［Josh 







時に起床して、6 時まで 18 頭の犬の餌の準備に追われた。7 時に犬の食事が終わると、食

































































































































































































































































































くるが，アエタの消費に対する価値も徐々に変わってきた．表 3-5 は 2003 年と 2013 年の
サパの 3 家庭にみる所有物の一覧である． 
 










る炊飯器や、LP ガスのガスコンロが普及した。しかし、ガスボンベは一本 300 ペソにもな
る上に、市場からの運搬費がかさんだ。また、土間がなくなった部屋を飾るため、平地の
家庭のような、ソファセットやラジオ、テレビなどのリビングセットも好まれるようにな


































































































たらこうやって一つずつ、家で使うものを買うことにしてるの。［Teresia  2013 年 3 月




のラジオだって、私がサトイモを 7 サック、市場で売ったお金で買ったのよ。［Karmina  







































                                                   
1  アクセサリ作りなどの内職は、元締め・下請けシステムはなく、時間がある時に作成し、自
分で販売する自営的なものである。 
2  農業部門 284 ペソ、非農業 330 ペソ、サービス業 319 ペソ（NSCB 2011） 












園 2006; 木曽 2003; Hochschild 1985=2000）。それと同時に、アエタの労働には、平地民の
労働にはない、「アエタ族」による労働という差異があることも看過できない。 
6  この他に、高齢者にはリゾート経営者から毎月土地賃貸料が払われており、NGO も不定期
で寄付を行っている。このように現金収入の機会は、これ以外にもあるが、本章では、労働に
焦点を置くため、これらの現金収入の機会は表には含めていない。 












9 例えばあるマニラのファーストフード店では、学歴（大学卒業もしくは大学 2 年レベル）英
語でのコミュニケーション能力、年齢 18-25 歳、身長制限（女性の場合、 157.5cm 以上）健
康な人という条件が課される。それに加えて、履歴書、大学の成績証明書および推薦状、無犯





［Lara 2012 年 8 月 23 日, A 地区の自宅にて］ 

































































































ー調査では、40 人中 8 名が、山仕事のみを収入源と
していた。そのうち 4 名は高齢者、残りの 4 名は、
過去に山仕事以外の賃労働の経験があるものの、諸
山仕事の収穫物を平地の市場で売
























































































































































































































婚したらお金もいるし、結婚した後も本人たちはお金がいるんだしさ。［Linda  2003 年
































［表 4－1］ 結婚における婚資と出費分担 
結婚のタイプ 婚資 婚礼の費用 





平地民女性＋アエタ男性 なし 両者が払う 

























































3.1  組合設立の背景 










例として扱う。これは、第 3 期以前と第 4 期以降では、アエタの市場社会への関わり方が



























的協同組合（Pamilalalmu Multi-purpose Cooperative）18が設立された。サパには、1997 年
頃より、平地民が経営する 5 つの雑貨店があった。それらの店の商品価格は、平地の市場















































3.3  協同組合の破綻 
3.3.1. 剰余金と「利益」 
























































































を 10 キロ（約 200 ペソ）単位で購入するなど、支払いが高額なものに限って、つけで買う
ことが多かった。しかし組合員は、次第に、卵 1 個や干し魚 1 匹といった、5 ペソ程度の物
もつけで買うようになった。 
 
（組合員の）つけは、2,000 ペソ、1,000 ペソ、600 ペソ、500 ペソと、いろいろだっ
たわ。でもこの人たちが、どれだけ借りたままになってると思う？長い人で 8 ヶ月よ。［Bel 
























いること、組合員を 60 人以上有すること、最低の払込み資本が 3 万ペソを超えること」（野










































もの。それはね、みんな収入がないからよ。みんな、仕事がないの。［Bel  2002 年 9 月




































































































































第 4 期以降さらに顕著になっている32。 
 














































































































































筆者：   （家事や山での）仕事がないときは何をしていますか？ 
マリッサ： 暇よ。仕事がないときは暇してるわ。兄の家に行ったり。 
リンダ：   なんにもしないわ。こんな感じかしら。おしゃべりしたり。 
筆者：     どんなこと話しているの？ 
リンダ：    生活のこととか。どこで食べ物を手に入れたらいいかしら、とか。 
調理するものをどこから持ってこようかって。 
［Malissa and Linda  2003 年 3 月 19 日, マリッサの自宅前にて］ 
 
雑談をしながらパッチワークをする女性たち［筆者撮













































るだけとは違うでしょう。             

















































3  2001 年の調査では、家の仕事の手伝いで小・中学校を中退する子どもがいたが、2012 年現
在、サパでは山仕事を理由に中退する子どもはいなくなった。 







の他、労働雇用省技術 教育技能教育庁（The Technical Education and Skills Development 





























































































29 1997 年末に、CDA に登録された協同組合は、45,721 組合であったが、そのうち 3 割は休眠
組合であった（野沢 2000: 186-187）。 
30 峯洋一（1999）は、「むら」の「分かち合い」の機能で成り立っている慣習経済において、






31 この悪循環は、従来、貧困の文化論などで「貧困のサイクル（cycle of poverty）」として議論










































































2 節 エスニック・ネットワークからの断絶 
 
長年、路上で生活している先住民のなかには、家族や親戚との関係が断絶した単身者が




























































































活を送っている。［Melona Daclan撮影 2011年］ 
 
物乞いの際に使用する手作りのドラム。 
［Melona Daclan撮影 2011 年］ 
 97 
ったら自力でマニラへ帰ってこないといけなくなるわね。そんなの、本当に怖い。［Ismah 
2011 年 8 月 17 日, パラニャーケ市の街路にて］ 
 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
1 例えば、新聞やメディアなどで Homeless の用語が使われている場合、災害などで家を失っ




3 行政関係者の話によると、2012 年 9 月に、クリスマス・シーズンに向けてマニラに来たバジ
ャウの 11 世帯 36 人が、シェルターに「保護」されていた。 
4 街路で物乞いをするバジャウの女性への聞き取りでも、同様な話が出た。「一度もらったもの
は他の人には分けない。いくらお腹がいっぱいでも、もらっておくの。ほしいなら自分でもら
えばいいわ。自分がもらったものは自分のもの。私たちはこうなのよ」［Ismah 2011 年 8 月
17 日, モールの入り口にて］ 。 
5 このように炊き出し会場では、ホームレスに炊き出し参加者を監視したり、参加者リストを作



















機会が与えられた 1951 年以降の米軍基地時代にみる差異と、1997 年以降の避難先からの
帰郷後の労働にみる〈差異〉について考察する。 
 
1.1  米軍基地時代のアエタ優遇にみる差異 
 
以下では、市場社会に参加する前のアエタが携わっていた米軍基地での「労働」とそこ
で動員された差異についてみていきたい。これは、サパの経済史（1 章 2 節）に沿うと、第



















































































































































































































あぁ、話してたら泣けてきたわ･･･。［Sete  2012 年 3 月 26 日, セテの自宅前にて］ 
 























































































個人化 共同化 ① 
① 








































































































































                                                   
1  ある男性は、トウモロコシ農場に働きに行ったが、不眠不休の労働を強いられ、命からがら
















6 ビクタ ・ーアザリャ（Victor Azarya）は、このような「珍らしさ」を、「『異なる』現地性」 （Azarya 
2004: 960）と呼んだ。 
















8 ネットワークの定義および強弱の基準についての説明は第 3 章 2 節を参照。 
9 生活の不安定や、貧しさは、これまで伝統によって提供されてきた一群の保証の消滅によっ
て、倍加される（Bourdieu 1977=1993:122）。 
10 2007 年には、はじめてアエタ男性 3 人が、溶接工として出稼ぎでサウジアラビアに渡った
（Orejas 2007）。2011 年の調査では、「日本で仕事はないかしら。アエタも外国に出稼ぎに行
く時代になったのよ」というアエタ女性がいた（2011 年 3 月 25 日、 Jane 自宅にて）。また、















































































7.2  先住民を介した「市場社会の研究」 
本論文では、共同化・個人化／参加・非参加の 4 つの視点をもとに市場社会におけるア










































































































































































法的なジレンマについて考察している（Goodwin and Horowitz 2002）。その一つとして、
筆者らは、質的研究において、調査者が被調査者や読者に自己を表出すべきか否かの問題
について、質的研究の長所として、「目前の現実にできるだけ近くにわが身を寄せて、そ











































































































































































余裕がない場合、エミリーのように、6 畳ほどの部屋を 2 から 3 家族で間借りし、部屋の使
用を時間で区切って暮らしている。一日の稼ぎは、平均して 200 ペソだという（1 人当たり
























A 地区の支援に関わる NGO が 2008 年に調査した資料によれば、A 地区の世帯数は、全








きた年代は定かではない。しかしインタビューでは、10 歳代にマニラに出てきた 50 歳代の
男性や、20 年以上前に出てきた 30 歳代の女性など、小さい頃に親に連れられてマニラへ出




















































て、ろくに食べてなかったから。［Jamila  2012 年 8 月 29 日, 街路にて］  
 








んなときは寝るんだよ。寝るしかないさ。起きてたら腹が減るからね。［Bon  2012 年 8








































































［Elena  2012 年 8 月 26 日, 自宅にて］。 学費が払えず、大学 2 年で退学したエレナ（50 代、
女性）の娘は、契約社員としてファーストフード店で働いているが、一ヶ月の収入は 3,000
ペソほどである。 
5 2012 年 6 月（調査時）のマニラの最低賃金は、非農業部門で 409 ペソであった。（NWPC 2015） 
6 このシステムでは、参加メンバーが毎月一定額を支払い、自分の担当月には、積立金を受け取
ることができる。A 地区の NGO スタッフの話によると、一人当たり月々30 ペソを払い、担
当月には一人当たり 3,000 ペソほど受け取るという。ただし、参加人数など、システムの詳細
は不明である。 
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